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はじめ に
筆者 は , イ ギ リ ス の 技 術者 の 専門職団体中最も
早 く設立 さ れ , 狭 義 の `civile ngin e e r
'
, す な わ ち
土木技術者 だ け で な く , あ ら ゆ る 分野 の 著名 な民
間技術者 (civile ngin e e r) を 結集 し , 諸種 の 技術
者 の 専門職団体 の 中 で い わ ば 親団体 と し て の 位 置
を 占め て い た ｢民 間 ( 土木) 技 術者協 会｣ (the
lnstitutio n of Civ l Engin ee r s) (Ⅰ.C.E.) を 取 り 上
げ , そ の 資格要 件 の 変遷 を視野 に 入 れ て , 会 員
(M e mbe r), 準 会 員 (Ass o ciate Me mbe r), 学 生
会員(Stude nt) の 教 育 ･ 訓 練歴 の 変動 の 分析 に 取
り 組 ん で い る 1)｡ 本 稿 は , そ の 第 2 稿 で あ る｡
本 稿 が 対象 と す る の は ,.
Ⅰ･C 且 の 会 員資格要件
の 変遷 2) の 指 標 で い う と , 1889年 の ｢学生会員
志願者 の 予備教育 に 関す る 理 事会規則｣ 制定 の 前
の 段階 で あ る1 885-86年度 で あ る ｡ こ の 時 期 に は
ま だ , 現 場 や 事務所 で の 実地訓練 で あ る ｢見習 い
修業(pupilage)｣が , 会 員 , 準会 員 に な る た め の
正 規 の , 且 つ 十分 な 資格要件 で , そ れ 以 外 に は 何
ら の 教育資格要件 も求 め られ て い な か っ た ｡
し か し, 若 い 技 術者 の 教育 ･ 訓 練 の 問題 を初 め
て 真正 面 か ら 取 り 上 げ た 1866年 の J. フ ァ ウ ラ ー
(∫,Fowler)(1817-98) の 会長演説 3 )以 降 , 一 般 教
育 と 専門教育 の 2 本柱 に 定式化 さ れ た 理 論的準備
教育 の 重要性 に対す る関心 が あ る 程度高 ま っ て い
た の も 事 実 で , 1870年 に は, イ ギ リ ス な ら び に 諸
外国 の 技術者 の 教育 ･ 訓練 に つ い て ま と め た報 告
書 4)が Ⅰ.C.E. に よ っ て 出 さ れ て い る ｡
ま た , 工 学教育 に つ い て も , 1840年代 に ス タ ー
ト し た ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ(K ing
'
s
College, Lo ndon) (1840), グ ラ ス ゴ ー 大 学(Gla s-
go w Univ er sity) (1840), ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ア
ー
シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ (Univ e r sity College, Lo ndon)
(1841), ダ ブ リ ン ･ ト リ ニ テ ィ ･ カ レ ッ ジ (Trinity
College, Dublin) (1842), コ ー ク ･ ク イ ー ン ズ ･ カ
* 本稿 は, 平 成12年度科学研究費補助金 ( 基盤研究 (C)(2))に よ る研究成果の 一 部 で あ る｡
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レ ッ ジ (Qu e e n
'
sCollege,Cork)(1849), ゴ ー ル ウ ェ
イ ･ クイ ー ン ズ ･ カ レ ッ ジ (Qu e e n
-
s College, Galw ay)
(184 9), ベ ル フ ァ ス ト ･ ク イ ー ン ズ ･ カ レ ッ ジ
(Qu e e n
■
s College, Belfa st)(1849) な ど に 加え , 1850
年代 に は (ロ イ ヤ ル) 鉱山学校 ((Royal) Scho ol
of M in e s)(1851), 1860年代 に は ロ イ ヤ ル 造船 ･ 船
舶 工 学学校 (RoyalScho olof Na v al Ar chite ctu r･e
a nd Ma rin e Engin e e ring, So uth Ke n singto n).
(1864), ダ ブ リ ン ･ ロ イ ヤ ル 科学 力 レ ッ ジ (Royal
College of Scie n ce, Dublin) (18 67), オ ー エ ン ズ ･
カ レ ッ ジ (Ow e n sCollege, M a n che ste r)(1868),
エ デ ィ ン バ ラ 大 学 (Edinbu rgh Univ e r sity)(1868)
で 開設 さ れ , さ ら に1870年代 に は ロ イ ヤ ル ･ イ ン
ド 工 学 カ レ ッ ジ (Royal lndia n Engin e e ring Col-
lege, Stain e s) (1871), ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用工
学学校 (Crystal Pala ceScho olof Practic al Engi-
n e e ring)(18 72) に続 い て 各 地 に ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･
カ レ ッ ジ (Univ er sity College) が 開設 さ れ る よ
う に な っ た ｡ た だ , 前稿 で も述 べ た よ う に , オ ー
エ ン ズ ･ カ レ ッ ジ で 3 年 間の 工 学 コ ー ス を 修 √し,
工 学 修了証 (Ce rtific ate of Engin e e ring) を 取得
し た 学生 は, 1871-80年 の 10年間 で 23人 し か い な
い 5)な ど , こ れ ら の 工 学 教育機関 で の 専 門教育が
技術者養成 に お い て た だ ち に 中 心的役割 を演 じ始
め た わ け で は な か っ た ｡
本 稿 で 分 析 す る1885-86年度 の 会員 の 教育 ･ 訓
練歴 に つ い て は , 前回 と 同様, ロ ン ド ン の Ⅰ.C.E.
の 資 料室 (Archive s) に 保 存 さ れ て い る 新規 ( 罪
格) 会員の 資格審査資料 を用 い た ｡ 1 年 分 が A 4
版 で 5 cmほ ど の 厚 さ の あ る 膨大 な資料 で あ る ｡
Ⅰ . デ ー タ ベ ー ス作成方法と資料の概要
まず, 王.C 且の 会 報 (M in ute s of Pr o c e edings of
the ln stitutio n of Civ l Engin e e rs)に 掲 載 さ れ て
い る 会員等 の 選 出者 リ ス ト で 氏 名 と 選出年月 日 を
拾 い , 個 人 別 デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド を 作成 し た ｡
次 ぎ に , I.C.E. 事 務 局長 (Se c reta ry) か ら 理 事
(M e mbe r s of Co u n cil) 宛に 出 さ れ て い る 会 員選
出審査 の た め の 経 歴付 き候補者 リ ス ト の 1885-86
年度合本 を使 っ て , 先に 作成 し た 個人別 デ ー タ ベ ー
ス ･ カ ー ド に デ ー タ を 記 入 し て い っ た o 記 入 し た
の は , 会 員種別 , 生年月 日, 選 出年齢, 一 般 教 育
( 学校名, 入 学 ･ 離学 年齢 , 在学期間 , 在学時期),
学 生会員 の 一 般 教 育認定資格 (こ れ は ま だ な か っ
た), 専 門教育 ( 有無, 学 位 , 学 校 名, 入 学 ･ 離
学 年齢 , 在学期間 , 在 学時期), 実 地訓練 ( 訓練
分野 , 開始 ･ 修 了 年齢 , 訓練期間 , 訓練時期),
主 要活動分野 , 海 外職歴 , 養 成 タ イ プ , そ の 他 で
あ る｡ 資 料 に は こ れ ら す べ て に つ い て の 情報 が 記
載 さ れ て い た わ け で は な い が , 1 例 を除 い て 必 ず
あ っ た の が 生 年月 日 , ほ と ん ど に 記 載 が あ っ た の
が 専 門教育 ･ 実 地訓練 の 情報 , 技 術 者 と し て の 活
動歴 で , 一 般教 育 に つ い て の 情報 は ほ ん の 一 部 に
しか 記載 さ れ て い な か っ た｡
会 報 に よ る と , 1885-86年度 の 選出者 6)は, 会
員昇格 (M T) 43名, 会 員選出 (M E) 38名, 準 会
員選出 (A M) 274名, 学生 会員選出 (S T) 225名,
会 友 選出 (A S) 15名, 計596名 で あ っ た ｡ こ れ ら
の 内, 外 国人 と, 専 ら オ ー ス ト ラ リ ア , ニ ュ ー ジ ー
ラ ン ド, カ ナ ダ, イ ン ド 等 の 自 治領 ･ 植 民地 で 教
育 ･ 訓練 を 受 け た 者 , 計77名 は 分析対象 か ら外 し
た ｡ こ の 中 に は 準会員 に 選 出さ れ た 日 本人 7)も 1
名含 ま れ て い る｡
分析対象 と し た 519名 の , 会員種別 , 生年別 デ ー
タ は 表 1 に 示 す 通 り で あ る ｡ こ の 内 , 会 員, 準 会
員 303名 の 主要活動分野 を み る と , 土 木 系 が204
名 (67.3 %) ( 内, 鉄道 土木64名 , 都 市 土木28名 ,
鉄 骨 構造物1 1名), 機 械系 が 65名 (21.5%) ( 内,
鉄 道2 2名, 船 細 8 名), 水道11名 (3.6 %), 電 気 9
名 (3.0%), ガ ス 6 名 (2.0%), 鉱 山 3 名 (1.0 %),
教 員 2 名, 冶 金 1 名, 造 船 1 名, 専 門 誌編集 1名
で あ っ た ｡
Ⅱ . 分析結果
(1) 養成タ イ プ
教育 ･ 訓 練歴 か ら, 養 成 タ イ プ を 類型化 し て み
た ｡ 明示 し て い な い 者 も 含 め , 何 ら か の ( 中等)
学校教育 を受 け て い る と 考 え ら れ る の で , こ れ を
S で 表 し, 見習 い 修 業や 徒弟訓練 (ap pI､entice ship)
な ど の 実 地訓練 を P, 実 地 訓練 な し で 助 手 に な っ
た 者 を As, 専 門教育 を C, 一 般 教養教育 と し て の
大 学教育 を U で 表 し た ｡ さ ら に , パ ー ト タ イ ム の
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イ ギ リ ス 技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 (2)
表1 1 885-86年度選 出者会員種別 ･ 生年別人数
生年 (年齢) M T ME A M S T A S 計
1 810-14(71-76&) 1 0 0 0 0 1
1 820-24(61-66歳) 1 0 0 0 1 2
18 25-29(56-61歳) 0 4 1 0 2 7
18 30-34(51-56歳) 0 2 3 0 0 5
18 35-39(46-51歳) 3 7 7 0 3 20
18 40-44(41-46歳) 8 2 14 0 3 27
184 5-49(3 6-41歳) 16 7 8 0 2 33
185 0-54(3 1-36&) 12 9 45 0 1 67
l85-59(26-31歳) 0 0 74 0 1 75
18 60-64(2 1｣26歳) 0 0 79 86 0 1 65
186 5-68(18-21歳) 0 0 0 118 0 11 8
合 計 4 1 31 2 31 204 12 51 9
専門教育 を/C, サ ン ド イ ッ チ 方 式 の も の を C- P
で 表 し た｡ こ れ ら を 組 み 合 わ せ て 表現 し た 養成 タ
イ プ の 基本類型 は次 の よ う に 示す こ と が で き る｡
1) 実地訓練の み (専門教育 な し)
a) S P型 ( 学校教育+ 実地訓練)
b) S U P型 (学校教育 + 大学教育 + 実地訓練)
c) S As型 (学校教育+ 助手)
2) 実地訓練+ 専門教育
a) S P C型
′
(学 校教育+ 実地訓練 + 専門教育)
b) S C P型 (学校教育+ 専門教育 + 実地訓練)
c) S P/C型 ( 学校教育+ 実地訓練 + パ ー ト
タ イ ム 専 門教育)
d) S C- P型 (学校教育+ サ ン ドイ ッ チ 方式
の 教育 ･ 訓 練)
3) 専門教育の み (実地訓練な し)
a) S C型 (学校教育+ 専門教育)
第 1類型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て S P U P型 , 第
2 類型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て , S P C P型 , S P/
C C P型 , S CPC型 , S C P C P型 , S P C= P C型 , 第 3
表 2 養成 タ イ プ別 ･ 生年別人数 ( 会員･ 準会員)
類型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て S C U C型 な ど が 見 ら
れ た｡
表 2 に 会 員 (M) ･ 準 会 員 (A M) 303名 の 生年
別養成 タ イ プ の デ ー タ を 示 す｡
一 番 多 い の は , S P型 ( 学校教育+ 実地訓練)
で 65.3 %, 第 2 が S C P型 (学校教育 + 専門教育 +
実地訓練) で18.2 %, 第 3 が S C型 ( 学校教育+ 専
門教育) で4.6%, 第 4 が S P C型 (学校教育+ 実地
訓練 + 専門教育) で4.3%で あ っ た ｡
SP型 の 割合 を生年別 に見 る と , 1810-34年 が83.
3%, 1835-39年 が8 2.4%, 1840-44年 が 83.3% とこ こ
ま で (41歳以上) が か な り 高 い ｡ も っ と も, こ れ
ら の 者 は 遠 出年齢 が 遅 く , 同年 代を代表 し て い る
数 値 と は 必ず しも い え な い 可能性 が あ る ｡ そ れ 以
降 に 生 ま れ た者 で は, 1845-49年 が 61.3 %, 18 50-54
年 が65.20/o, 18 55- 9年 が 55.40/o, 1860-61年 が64.6%
と55- 65%程度 で 上下 し て い る ｡
専 門教 育の 有無 で 2 分 す る と , 専 門教育 を 受 け
て い な い 者 (そ れ ぞれ 必要 に応 じ て 独学 し て い る)
種
別 生 年 S P SPC
S P/C CP
SPCP S P/C
S p u r
S U P S U C P S C P
S P C=P C
S C=P
S C P CP
S C P C S As





1810-1 4 1 1
1 820-2 4 1 1
1825-2 9 4 1 5
1 830-34 4 1 5
1 835-3 9 14 2 1 17
1 840-44 20 1 1 2 24
1 845-4 9 19 3 1 7 1 31
1 850-54 43 4 1 1 2 2 1 3 66
1855- 59 4 1 6 2 2 1 1 5 1 1 5 74
1 860-61 51 1 2 1 1 17 1 1 4 79
合計 1 98 13 3 5 3 1 55 3 4 4 14 3 03
( % )65.3 4.3 1.0 1.7 1.0 0.3 18.2 1.0 1.3 1.3 4.6
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(S P+S U P+S As) は67.7 %(205名) で , 専 門教育
を受 け て い る 者 (S P C+S P C P+S P/C+S U C P+S C P+
S C- P+S C P C+S C) は32.3 %(98名) で あ っ た ｡ 専
門 教育 を受 け て い る 者 は , 1810-44年生 ま れ の 13.2
% に 対 し て , 184 5-61年生 ま れ で は36.4 % と大 幅 に
増加 し て い る が , ま だ 半 数 に は 届 い て い な い ｡
1885-86年度 は , 学 生 会員 に つ い て は , 氏 名,
住 所 , 生 年 月 日, 推薦 人氏名 の デ ー タ し か な く,
養 成 タ イ プ を 判別 で き な か っ た ｡ た だ し , 後述 す
る よ う に , 氏 名 に 付 け ら れ て い る学 位 の 肩書 き や ,
専 門教育機関 の 教員 が推薦人 に な っ て い る 者 を 拾
う こ と で , 専 門 教育 の 有無 に つ い て あ る 程度 の 情
報 を得 る こ と は で き た ｡
(2) 中等教育歴
会員 , 準 会員303名中, 中等 数百歴 の デ ー タ が
あ る 者 は わ ず か12名 で あ っ た ｡ そ の 内 , パ ブ リ ッ
ク ･ ス ク ー ル (Public Scho ol) (P S) ( 校長会議
加 盟校 8)在学歴 の あ る 者 が10名 (8校), そ れ 以
外の グ ラ マ ー ･ ス ク - ル (Gr a m m a rScho ol)(G S)
等 の 在学歴 の あ る者 が 2名 (2校) で あ っ た ｡
P Sの デ ー タ を 表 3 に 挙 げ た が , ロ ン ド ン ･ キ
ン グ ス ･ カ レ ッ ジ ･ ス ク ー ル (K ing
'
s College
Scho ol, London) が 3 名 で , そ れ 以 外 の 7 佼 が 各
1 名 で あ っ た｡
こ の 12名 の 離 学年齢 の デ ー タ を 表 4 に示すが ,
P Sで は16歳 が 1 名, 17歳 が 4 名 , 18歳 が 2 名,
1 9歳 が 1 名 で , 離 学 年齢の 分 か っ て い る 8 F.中 7
名 が1 7歳 以 上 で あ っ た ｡ G S等 で は15歳 と16歳 が
告 1 名 で , 何 れ も16歳以下 で あ っ た ｡ 全 体 で は ,
学 校 調査委員会 (18 68年) が第 2級 中等学校 o_)舵
学年齢 と し た16歳 よ り も 前 に 離学 し て い る者 は 1
表 3 パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者数
学 校 名 M . A M






b ndo n El
Liv erpo ol Collef:e 1
M arlbo ro ugh ColleRe 1
Ro ss a11 Scbo o1 1
UniversitvColl. Sch. Londo n 1
W e11indo nCo11e E e 1
合 計 10
実 人数 ･ M T=2, A M=8, 計10
名(10.0%), 第 1 級中等学校 の 離学年齢 と し た18
歳 の 前 に 離 学 し て い る 者 は 7名(70.0%)で あ っ た｡
(3) 専門教育歴
専門教 育 を受 け て い る 者 は , 会 員, 準 会 員303
名中98名 (32.3%) で あ っ た ｡
学生 会員 に つ い て は専 門教育歴 の 直接的 デ ー タ
は な か っ た が , 前述 し た よ う に , 専 門教育 を受 け
て い る と 推定 さ せ る デ ー タ と し て , ①氏 名 に 学位
が付 い て い る 者 , ② 推 薦人 が専門教育機関 の 教員
で , 住所 が 専門教育機関 と な っ て い る 者, ③ 住所
は 専門教育機関 で は な い が , 推 薦 人が 専門教育機
関 の 教員 で あ る 者 が あ っ た ｡ こ れ ら の 者以外 にも
専門教育 を受 け て い る 者 が い る 可能性 は あ る が ,
一 応 こ れ ら の 者 を 専門教育 を受 け て い る 者 と す る
と, 204名中77名 (3 7.7%) で あ っ た｡
会 員, 準 会 員303名 に つ い て , 生 年別 で 専門教
育 の 有無 と在学期間 (複数 の 場合 は合算) を 表5
に 示す ｡
専 門 教育を受 け て い る 割 合 は , 1 810-34年生 ま
れ が1 0.0%(10名中 1名), 1835--39年生 ま れ が11.8
%, 1840-44年生 ま れ が1 6,7 % で, こ こ ま で の 合 計
(41歳 以 上) で は13.2% と10 %代 に な っ て い る が ,
こ れ 以 降 は, 1 845-4 9年生 ま れ が 35.5 %, 1 850-54
年生 ま れ が31.8%, 185 5-59年生 ま れ が 47.6 %, 1860
-61年生 ま
`
れ が 35.4 % と30%を 超 え , こ こ ま で の 合
汁 (25-41歳) で は36.80/oに な っ て い る｡
専 門教育 の 期間 は , 3fT:･コ ー ス が 多 い こ と を 反
映 し て , 3 年 が 一 番 多 く て 40.4 % だ が, 1 850-54年
生 ま れ 以 降 , 2 年 が 増 え て き て お り , 20,2% と,
3 年 の ち ょ う ど 半分 を 占 め て い る o 在学 期間 が 2
年 の 者 の 専門教育機関 と し て は, 2年 コ ー ス が あ っ
た ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用工 学学校 が 6 名 で 一 番
多く , 3 年 コ ー ス の ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ
表 4 中等学校種別雑学年齢
P S G S他 計
1 5歳 1 1
1 6 歳 1 1 2
1 7歳 4 4
1 8歳 2 2
1 9歳 1 1
不 明 2 2
合計 10 2 1 2
-82-
イ ギ リ ス 技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 (2)
ジを 2 年 で や め て い る 者 が 5 名 で 続 い た ｡ 第 3 位 次 ぎに , 専 門教育機関別 の 人数 (一 人 で 複数 の
は , 1 年 と 4 年 で , 9.1%で あ っ た｡ 場 合 も あ り) を表6 に 示す｡
表 5 生年別専門教育 の 有無 と期間 (会真･ 準会員)
総数 専門教育有 P T 1年 2年 3年 4年 5年 6年 不明
181 0-1 4(7 ト76歳) 1 0
182 0-24(61-66歳) 1 0
182 5-29(56-61歳) 5 1(2 0.0 %) 1
183 0-34(5 1-56&) 5 0
1 83 5-39(4 6-51&) 17 2(l l.8 %) 2
1 840-44(4 1-46歳) 24 4(1 6.7 %) 1 1 1 1
1 84 5-4 9(3 6-41歳) 31 ll(3 5.5 %) 1 ロ 6 3
1 850-5 4(3 1-36&) 66 21(3 1.8 %) 2 4 1 0 3 2
1 855-5 9(2 6-31歳) 74 32(4 7.6 %) 2 4 10 1 2 3 1
1_860
-61(25-26歳) 79 28(3 5.4 %) 2 3 5 1 0 2 3 3
合計 3 03 99(3 2.7 %) 5 9 20 4 0 9 4 1 ll
5.1 % 9.1 % 2 0.2 % 40.4 % 9.1 % 4.0 % 1.0 % ll.1 %
備考 p Tは､ 夜間パ ー トタイ ム教育. 1年には4 ケ月の 者1名も含む.
表 6 専門教育機関別 ･ 生年別人数 (会員･ 準会員)
専 門 教 育 機 関 名 1_825-2 9 1 83 5- 9 184 0
- 4 184 5- 9 185 0- 4 1 85 5- 59 1 860-61 計
Ca mbridf=e Univ. 1 1
Kin g
'
s College. Lo ndo n 5 3 6 10 24
Univ er sitv ColleE e. Lo ndo n 1 2 2 5
Rova1 Ⅰndia nEngin e eriE Co11e旦e 2 6 3 EE]
Royal Scho olof Nav a1
Architecture a nd M arin eEnE. 1 1
Ro y alMililar VAcade mV 1 1
Royal Scbo()1of M ines 1 1 2
Ro v al Af汀ic ultural ColleEe 1 1
Crvstal Pala c eScho olof P. En E. 5 3 8
M echa nics'lnstitute +1 +1
Scie1一C e a ndArtScbo ols +1 +1 +2
Telef:r aPh Scho ol 1 1
Sch. ofSubm arine TeleEr aphv 1 1
Ow ensCole Ee +1 ∩ 3 4+1
Y orkshireColleEe, Leeds +1 +1
M aso nSci. Coll. ､ Birmin2.ha m +1 +1
Edinburilh Univ ersitv 1 1+1 1 3+1
Gla sEO W Univ e rsitv 1 1 2 3 7
W alt Ⅰn stitutio n. Edinbur gh 1 1
Ro V al Coll. of Scie n ce.Ⅰr ela Ⅰーd 1 1 2
Univ erslty Of Dublin
(Tri nltv Co11e E e､ Dublin) 1 ∩ 1 2 1 1 7
Qu e e n
t
s Univ e rsitv 2 3 5
Ou e en
'
s ColleEe . Belfa st 1 1
Ou e e nーs Co11e Ee . Cork 1 1 2
Ou e e n
ー
s ColleEe. Galw av 1 1
En f!in e erin EScie n c e atAa chen 1 El
Po1Ⅵ echnics, Dr e sde n 1 1 2
RovalMinini!Ac ade m v. Freibur g 1 1
Polvte chnic Scho ol. Ha n o v er 1 1
H6her eGe w erbes chule, Kas sel 1 1
Polvtechnic u m, StuttEart 1 1
PoⅠⅥ echnic u m, Ztiricb 2 2
M ass acb11 SettSⅠn5titute of Te cb. 1 1′
Tutor 1 1 2
･ 合 計 1 2 4 ll+1 2 3 31+3 29+3 101+7
備考 + nは､ 夜 間パ ー トタイ ム 教育の 人数 ｡
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ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ が24名 で 1 番多
く , ロ イ ヤ ル ･ イ ン ド工 学 カ レ ッ ジが11名 で 続 き,
ク イ ー ン ズ 大 学 (ベ ル フ ァ ス ト, コ ー ク , ゴ ー ル
ワ ェ イ の 各ク イ ー ン ズ ･ カ レ ッ ジ を含 む) が 9 名,
ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用工 学学校 が 8 名, グ ラ ス
ゴ ー 大学 と ダ ブ リ ン 大学 (ト リ ニ テ ィ ･ カ レ ッ ジ)
が 7 名, ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ,
オ ー エ ン ズ ･ カ レ ッ ジ が 5 名 , エ デ ィ ン バ ラ 大学
が 4 名 な ど で あ っ た｡
次 に , 学生 会員 に つ い て , 前 述 し た よ う に , 氏
名 に 付 け ら れ た 学位 や推薦者名 な ど か ら専門教育
を受 け て い る と 推定 さ れ る者 の デ ー タ を 衰 7 に 示
す ｡
学 生 会員 で は , ロ イ ヤ ル ･ イ ン ド 工 学 カ レ ッ ジ
が 19名 で 1 番多 く , ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実用 工 学
学校が16名で寿売き , ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ァ - シ テ ィ ･
カ レ ッ ジ が15名 , ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ
が 8 名 , 18 84年 に 開校 し た ロ ン ド ン 市 ･ 同業 者組
合協 会 中 央技 術 力 レ ッ ジ (Ce ntr al Technic al
Colleg･e, City a nd Guilds of Lo ndo nInstitute) が
4 名な ど で あ っ た ｡
会[
L]
l , 準会 員, J芋/一巨会員 の 総計 で は, ロ ン ド ン ･
キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジが 32名 で 1 位, ロ イ ヤ ル ･ イ
ン ド工 学 カ レ ッ ジ が30名で 2 位 , ク リ ス タ ル ･ パ
表 7 専門教育機関別 ･ 生年別人数 (学生会員)
レ ス 実 用 工 学学校 が 24名 で 3 位 , ロ ン ド ン ･ ユ ニ
ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジが 20名 で 4 位 な ど で あ っ
た ｡ ま た , 1835-39年生 ま れ と1850-1 861年生 ま れ
の 者 の 中 に 大陸諸国 の 専門教育機関 で 教育を受 け
た 者 が 9名 , ア メ リ カ で 専 門教育 を受 け た 者 が 1
名 い た ｡
次 ぎ に , 専 門教育機関 - の 入 学年齢 が分 か っ て
い る91事例 (会員･ 準 会員) の デ ー タ を 表 8 に 示
す｡ こ れ は 専門教育機関別 の 集計 で , 同 一 人 が 複
数 の 専門教育機関 で 学 ん で い る 場 合 は 複数回数 え
て い る o そ の た め , 個 人 ベ ー ス の 場 合 よ り , 年齢
の 高 い 部 分 が や や 多く出 て い る ｡
20歳 以 上 が 23,1%, 高 等 教育機関 ( 大学)の 一
般 的 な 入学年齢 で あ る1 8歳 と19歳 の 合計 が 30.8%,
そ れ よ り 低 い 16歳 と1 7歳 の 合計 が 35.2%, さ ら に
年 齢 の 低 い 13歳 - 15歳 の 合計 が 11_.0 % と なっ て い
る ｡ 13歳 の 1 名 ほ チ ュ ー タ ー (Tuto r) な の で ,
明 ら か に 高等教育機関 で は な い が , 14歳 の 3 名 に
は , メ カ ニ ッ ク ス ･ イ ン ス テ ィ チ ュ ー ト (M e-
cha nic s
'
In stitute), ワ ッ ト 佼 (W attln stitutio n)
に 加 え , グ ラ ス ゴ ー 大学 (1858年入学) が 含 ま れ
て お り , 1.5歳 の 9 名 に は , ロ ン ド ン
･ キ ン グ ス ･
カ レ ッ ジ (1864年入学, 1876年入学), ロ ン ド ン ･
ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ (1875年 入学), ク
専 門 教 育 機 関 名 1 861-6 4 Ⅰ865-68 計 推 薦 者
Ca mb ridge Univ. 1 I ∫.Stu art
Kinf!
'
S Collei!e, Lo ndo n 8 8 Ⅲ.Robins o n=5, Chs.P.B.She11eV =3
Univ er sitv Co11ei! e, Lo ndon 4 EEl 15 A.B _ W .Ke n n edv =1 2, L.FTVer n o n- Harc ourt=3
Roval lndia nEnf!in e eri巳 ColleEe 9 l□ 1 9 C.Rei11v=1 9, A ,li_Heath=1
Ro V alScbo olorMines 1 1
Crvstal Palac eScho olof P. Eng, 4 1 2 1 6 ∫. W . Wilso n =16
Ce ntral Tech_ Co11e 2.e. C_GIL.I. 2 2 4 W _C. Un wi皿 =4
Fin sbu rv Technic al ColleEe 1 1 ∫.PerrV
Ow ens Co)1e g e 1 ロ Ostx)rn eRe v n olds
U niv ersilv ColleEe . LiV erT)O O1 1 1 H_S_ Hele-Sha w
Coll. of Scie n c e& Art. Glas g o w 2 2 A.Ja mie so n=2
その 他 (学位取得者) 7 7 B.A . =3. B.E. =2. B_A . . B.E. =1. B.Sc. =1
合 計 31 4(～ 7 7 77 204=37.7 %
表 8 専門教育機関の入学年齢 (会員･ 準会員)
l13歳 14歳 15歳 1 6歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 24歳 26歳 計 】
1 3 6 14 1 8 1 21(～ 7 5 6 2 1 91
1.1% 3.3% 6_6% 15.4% 19.8 % 13.2 % 17.6% 7.7 % 5. % 6. % 2. {7t' 1.1 %
備 考 Tutor, 夜間 パ ー トタ イ ム を含む｡
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イ - ン ズ 大学 (1866年入学) な どが 含 ま れ て い る｡
こ れ ら の デ ー タ か ら は , グ ラ ス ゴ ー 大学 や ク イ ー
ン ズ大 学 な ど の 大学 や , 20世 紀初頭 に は 大学 に昇
格 し て い く ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジや ロ ン
ド ン ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ な ど の 専 門教
育機関 で は , ま だ 中等教育機関 と の 接続関係 が嘆
昧 で , 入学 年齢 に 幅 が あ っ た こ と が わ か る ｡ こ れ
.
に は 学生 の 確保 な ど, 専 門教育機関側 の 事情 と と
も に , 後述 す る , 見習 い 修業等 の 実地訓練 の 入職
年齢 と の 関係 で の , 学生側 (需要側)の 事情 もあ っ
た と 考 え ら れ る ｡ 20歳 以上 で 入学す る者 が 比較的
多 い の も実地訓練 と の 兼 ね 合 い (S P C型) に よ る ｡
(4) 学位取 得者
会員 ･ 準 会員3 03名中 の 学位取得者31名 (学位
取得率 - 10.2 %) の 生 年別 デ ー タ を 表 9 に 示 す ｡
学 位 の 中 に は, 本来 の 大学学位 以外 に, As s o ciate
や Ce rtific ate, D iplo m aも 含 め て い る ｡ 生 年 別学
蓑 9 生年別学位取得者数 (会員･ 準 会員)
位取得率 は , 1810-14年生 ま れ が 0 %, 1825-2 9年
生 ま れ が 20.0%(サ ン プ ル 数 が 少 な く , 過大 な 値
と な っ て い る), 1830-34年生 ま れ が 0 %, 1835-39
年生 ま れ が 5.9 %, 1840-44年生 ま れ が 0 %で , 1810
-44年 ま で の 合 計 で は3.8 %, 1845-49年生 ま れ が16.1
%, 18 50-54年生 ま れ が1 6.7%, 1855- 9年生 ま れ が ,
大 き く下 が っ て 5.4 %, 1860-61年生 ま れ が11.4% と
な っ て い る｡
教 育機関別 で は , ダ ブ リ ン 大 学 が , B .A . 4 個,
M .A . 2 個 , B.C.E . 2 個 , B.E. 1 個 , Diplo m a of
Eng.1 個 の 計10個 で 一 番 多 く, ク イ - ン ズ 大学 が ,
B.A . 1 個 , M .A . 1 個 , B.C.E. 2 個 , B .E . 2 個 ,
M .E .1 個 , Diplo m a of Civ l Eng. 2 個 の 計 9個 で
2 位 (上 位 2位 ま で は ア イ ル ラ ン ド の 大 学), ロ
ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ の As s o ciate が 7 個
で 3 位, ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 (Ca ntab.) が , B.A .
5 個 , M .A . 1 個 の 計 6 個 で 4 位 , エ デ ィ ン バ ラ
大 学 が , M .A . 1 個 , B .Sc .Eng. 2個 の 計 3 個 で 5
学 位 名 18 25-29 1835- 9 184 5-49 1850-54 1855-59 1860-61 合 計
B.A .(Ca ntab.) 1 1
Me cⅠ1. & Ap plied Sci.(.Cantab.) 1 1
Malbe m atical Tripo s(Cantab.) +1 1 1 2+1
M.A .(Ca nlab.) 1 1
B.Sc.(LD ndo n) ロ 1
D.Sc .(不明) 1 1
As so ciate of Kin E
-
S Co11e廷e 1 1+1 3+1 5+2
M .A .(E dinburi!h) 1 1
B.Sc.En延 .(Edinbu rd1) 1 1 2
civi 1En E. Certificate(Glas go w) 2 2
ち .A .(Dublin) 1 ヽ +1 +1 +1 1+3
M .A .(Dublin) 1 1 2
B .C_E .(Dublin) +1 1 1+1
B .E.(Dublin) 1 1
Diplo m a of Eng.(Tri nity
college. Dublin) +1 +1
B.A .(Queen7s Univ .) +1 +1
M _A _(Qu een
T
s U niv ,) 1 1
B_C_E.(Qu e e n's Univ .) 1 1 2
B _E.(Que enーs univ .) 1 1 2
M _E _(Que en's Univ .) 1 1
Diplom a of Civ l Eng.
(Qu e e n7s Univ .)
+1 1 1+1
Diplo m a of Lic e n c ein EⅠlg.
(Ro V al Coll. Sci‥ Ⅰr ela nd)
1 ~1
Diplo m aiⅠl M e chanic al Eng.
(As cben)
1 1
合 計 1+1 1+1 5+2 ll+3 4 9+3 ･31+10
生年別 M . A M数 5 17 31 66 74 79 303
年毎 別学イモ取 得 率 20.0 % 5.9 % 16.1% 16.7% 5.4 % ll.4 % 10.2%
備考 + nは ､ 同 一 人 の 下位学位(Diplo ma 等も含む) または BIE･ と B･A ･の 複数学位の B.A .の 数o
1 810-14, 1820-24, 1830-3 4, l 削o-44年 生まれは､ 学位取得者な し｡
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位 な ど と な っ て い る ｡ な お , ケ ン ブ リ ッ ジ大学 に
つ い て は , B.A . (Me ch. & Ap plied S°i.) 取 得者
以 外 は専門教育 と み な さ ず, 一 般教 養教育 と み な
し た ｡
(5) 実地訓練歴
会 員 ･ 準 会員 で , 入職 年歯紬i分 か っ て い る260
名 の 生年別 デ ー タ を 表10に , 訓 練分野 が分 か っ て
い る258名 の 入職年齢 デ ー タ を 表11 に示す｡
入 職 年齢 で は, 16歳 が 18.5%で 1 位 , 1 5歳 が16.5
%で 2 位, 17歳 が15.4 %で 3位 , 18歳 が14.6 %で 4位,
19歳 が 8.5%で 5 位 , 14歳 が8.1%で 6 位, 21歳 が5.8
%で 7位 , 2 0歳 が 5.4 %で 8 位, 22歳 が3.5%で 9 位 で
あ っ た ｡
分野 別 の 入職年齢 で は, 土 木 で は16歳 に , 鉄道
で は1 7歳 に , ま た 機 械 で は16歳 に そ れ ぞ れ ピ ー ク
が あ る が , ど の 分野 も 入職年齢 は か な り 分散 し て
い る の が 分か る｡
仮 に , 現在 の 大学 レ ベ ル で の 技 術者養成 の よ う
に , 1 8歳 ま で 中等教育 を受 け , そ の 後 3 年間大学
レ ベ ル の 専 門教育機関 で 専門教育 を受 け た 後 に 実
表10 生年別入職年齢
地訓練 を開始す る と , 21歳 が 入職年齢 と な る が ,
21歳 以降 に入職 し て い る 者 の 割合 は11.5%で , 残
り の 88.5% は そ れ以前 に入職 し て い る ｡ 多 く が ,
21歳 末満 の 少年 - 青 年期 に入職す る と い う 慣行 は ,
表 2 で 見 た , 実 地訓練 を優先 ( 並行)す る養成 タ
イ プ (S P型 + S P C型 + S P C P型 + S P/C型 +S P U P
型 十 S C= P型) の 合計 が303名中223名 (73.6 %) と ,
専 門教育 ( 大学教育)を優先する養成 タ イ プ (S U P
型 + S U C P型 +S C P型 + S C P C型 + S C型) の 合計76
名 (25.1 %) の 3 倍近 く を 占 め て い る こ と , 専 門
教育 を受 け て い た と し て も , 表 8 で 見 た よ う に,
専 門教育機関 の 入学年齢 が17歳以下 の 者 が91名中
4 2名 (46.2%)で あ る こ と , 表 5 で 見 た よ う に ,
専 門教育 を受 け た 者 の 中で , パ ー ト タ イ ム の 者 と
在学期間 が 1 - 2年 の 者 を 合 わ せ る と9 9名中34名
(34.3%) を 占め る こ と な ど と 関係 し て い る ｡
さ ら に , 学 校 調査委員会報告吉 (1 868年) が第
1敵中等学校 の 離学年齢 と し た18歳 よ り も 前 に 入
職 し て い る 者 が 60.0% を占 め て い る こ と は , 6 割
の 者 に と っ て , 実地 訓練 と第 1綴中等学校 で の 中
等教育 の 履修 が 競合関係 に あ る こ と , ま た , 第 2




18 20-24 0 0 1 0 0 0 () (ー 0 0 0 1
1825-2 9 0 1 1 0 2 0 0 () 0 0 1 5
18 30-34 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2
183 5-39 0 2 3 2 1 2 1 (ー 2 0 0 13
184 0-44 1 3 6 4 2 ′ 3 0 1 1 0 0 21
184 5-49 1 3 5 8 2 2 2 1 O 1 .0 25
185 0-54 1 2 6 14 9 10 2 5 1 3 4 57
185-5 9 1 3 13 1 0 12 6 10 4 3 4 0 66
1860-61 0 7 7 1 0 12 14 7 3 8 2 0 70
合 計 4 21 43 4 8 40 38 22 1 4 15 10 5 260
1.5% 8.1 %16_5% 18.5% 15.4% 14.6% 8.5% 5.4 % 5 .8 % 3.8% 1.9%
表11 訓練分 野別 入職年齢 (会員･ 準会員)
訓練分野 13歳 14歳 15歳 16歳 1 7歳 1 8歳 1 9歳 2 0歳 21歳 2 2歳 23歳 計
土木 1 8 1 6 1 9 1 5 1 6 10 3 1 0 5 3 10 6
鉄道 0 4 1 1 9 1 3 1 1 86 2 4 1 69
ガス 0 0 2 1 0 0 1 0 1 0 0 5
水 道 1 1 0 1 2 1 0 10 1 0 8
機械 2 5 8 11 4 5 2 3 2 0 0 4 2
船舶機械 0 0 3 1 2 0 OO O O O 6
鉄 工 o 1 1 6 2 3 2 1 0 0 () 16
造船 o■ o. 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
鉱 山 o 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3
冶金 o o o o O 2 0 0 0 0 0 2
合 言十 4 21 42 48 39 38 23 1 4 15 10 4 258
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級中等学校 の 離学校年齢 と し た16歳 よ り も前 に 入
職 し て い る 者 が 26.2% を占 め て い る こ と は , お よ
そ 4人 に 1 人 の 割合 で , 実 地 訓練 と第 2級中等学
校 で の 中 等教育 の 履修 が競合関係 に あ る こ と を 示
し て い る ｡ 生年 別 で 見 る と , 18 60-61年生 ま れ で ,
18歳 末清人職者 は51.4 %に , 16歳 末満入職者 は20.0
% に【Fが っ て い る ｡
な お , 会 員 ･ 準会 員 で , 入 職年齢 が早く て 十分
な中等教育 を受 け ら れ て い な い 事 例 は , 一 部 の 例
外 を 除 き, 経 済 的事情 に よ る の で は な く , 子 ど も
を 技術者 に す る た め に は 早 く か ら 実地訓練 を受 け
さ せ た 方 が 望 ま し い と考 え ら れ た か ら で あ る と 思
わ れ る o こ れ ら の 中 に は , 父 ま た は親族 の 技術者
の 卜で 実地訓練 を受 け た 者 が 比較的多 く , 13歳 と
14歳 の 入職者25名中 6名 (24%) を 占 め た｡ ま た ,
当 時 は ｢ 見習 い 生 (pupil)｣ と し て 実地訓練 を受
け さ せ て も ら う た め に は , 受 け 入 れ て く れ る 技術
者 に ｢謝礼金 (pre血 u m)｣を 払 う の が 一 般 的 で ,
そ の 額 は 3 - 5 年 で 300- 500 ポン ド, 年 額100 ポ
ン ド に も な り , こ れ が 払 え る 経済力 が あ る 中流階
級, そ れ も 比較的 ヒ層 で な い と 子 ど もを 正規 ル ー
ト で 技術者 に す る こ と は で き な か っ た｡
な お , 18 85-86年度 の 事例 で は , 熟 練 工 徒弟 か
ら, 努 力 と 才能 で 技術者 に 上昇 し た と み ら れ る事
例 が 4例 あ っ た の で 挙 げ て お く ｡
事例 1 , 1827年生 ま れ の S.Ⅲ . で , 14歳 で 鋳物 工
場 の 徒弟 に入 り , 21歳 ま で の 7 年 間徒弟訓練 を受
け て い る｡ 発 明 の 才 能 に 長 け て お り , ポ ン プ , ガ
ス 器具 , 兵 器 の 操 作方法 , 蒸 気 ポ ン プ ･ エ ン ジ ン
の た め の 自動凝縮器 な ど の 様 々 な 改良 を 行 い , こ
れ らの 発明 が タ ン ギ 兄弟杜 (Me s sr s. Ta ngye Br o-
the r s) に よ っ て 大 規模 に 製造 さ れ , 後 に タ ン ギ
兄 弟 と 共同経営者 に な り , 20年 間 に わ た っ て 企 業
を 経営 し , 現 在 は ロ ン ド ン の ウ ェ ス ト ミ ン ス ク -
で 民 間 技術者 (Civil Engin ee r) と し て 開 業 し て
い る｡ 58歳 で 会 員 に 選出 さ れ て い る ｡
事 例 2 , 1849年生 ま れ の W .H . で , 1 4歳 で ベ ル
フ ァ ス ト の 機械系 工場 の 徒弟 に 入 り , 18歳 ま で の
4 年 間, 鋳 造工 , ボ イ ラ ー 工 , 機械 工 の 訓 練 を 受
け て い る ｡ 徒弟 年季修了後 , 抜 擢 さ れ て 設 計室 で
21歳 ま で の 3 年 間働 き , そ の 後 助手 と し て 32歳 ま
で こ の 工 場 で 働 い て い る ｡ 32歳以降 , ベ ル フ ァ ス
ト 水道委員会 の 下 で , 水 道 工 事 や 水道管 の 敷設 工
事 の 責任者 と し て 働 き , 37歳 で 準 会員 に 選 出さ れ
て い る ｡
事 例 3, 1851年生 まれ の C.B. で , 13歳 で マ ン チ ェ
ス ク ー の 機 械 系工 場 に 徒弟 に入 り , 20歳 ま で の 7
年 間機械 工 の 訓練 を受 け て い る｡ 徒 弟 年季修了後
1年間同 じ工 場 で 働 い た 後, 21歳 で ナ ズ ミ ス ･ ウ ィ
ル ソ ン 社 (Me s srs . Na sm yth, W ilso n a nd Co .) の
蒸気機関車組み立 て 職場 に 入 り, 1 年働 き , フ ィ ッ
ト ワ ー ス 奨学 金 (£300) を 獲得 し , 22歳 か ら 1
年間オ ー エ ン ズ ･ カ レ ッ ジ で 学 ん で い る｡ そ の 後,
23歳 か ら 1 年間 , ジ ョ セ フ ･ フ ィ ッ ト ワ ー ス 社
(M e占s rs. sir Jo s eph W hitw o rth a nd Co .) の 設 計
室 で , 24歳 か ら 1年間 ギ ャ ロ ウ ェ イ 父子社 (M e ss r s.
Gallo w ay alld So n s) の 設 計室 で 働 い た 後 , 技 師
補 と な っ て い る｡ 34歳 で 準会員 に選出さ れ て い る｡
事 例 4 , 1853年生 ま れ の G.E . で , 14歳 で ロ ン ド
ン ･ 北 西 鉄道会社 (Lo ndo n a nd No rth Weste r n
Railw ay Co .) の ク ル ー 工 場 (Cre w eW o rks) に
徒 弟 に 入 り , 21歳 ま で の 7年 間徒弟訓練 を受 け て
い る ｡ 21歳 で 設 計室 に抜擢 さ れ , 会 員の F. W . ウ ェ
ブ (F. W .W ebb) の~~F{ で 8 年 間 エ ン ジ ン , 機械 ,
仕事 場 な ど の 設計 に 従事 し, 29歳 で ク ル ー の 都 市
技術者 に転 じ て い る ｡ 32歳 で 準会員 に 選出 さ れ て
い る ｡
次 ぎ に , 実 地訓練 の 訓練期間 の 分 か っ て い る259
名 (会員･ 準 会員) の 生年別 デ ー タ を 表12示す ｡
3 年 が 第 1 位 で 28.2 %, 4 年 が 第 2 位 で 22.0 %, 5
年 が 第 3 位 で 20.5 %, 2 年 が 第 4位 で8.5%, 6年 が
第 5 位 で 7.7%, 7 年 が 6 位 で 6.6%で あ っ た ｡ 3 年
未満 の 者 は13.1% と ま だ少 な く , 3 年 以上 が86.9%
と 大部分 を 占め て い る｡
生 年 別 に 見 る と , 5 年 以 上 の 者 は , 1820-139年
生 ま れ が 50.0%, 1 840-44年生 ま れ が61.9%, 1845-
49年生 ま れ が 50.0 %, 1850-54年生 ま れ が 42.1%,
1855- 9年生 ま れ が 26.2 %, 1 860-61年生 ま れ が27.1
%で , 1855- 9年生 ま れ か ら大 き く 減少 し て い る ｡
逆 に 3 年 未満 の 者 は , 1820-39年土二ま れ が 5.0 %,
1840-44年生 ま れ が 0 %, 1845-49年生 ま れ が8.0%,
1850-54年生 ま れ が1 9.3 %, 1 855- 9年生 ま れ が13.8
o/. , 1860-61年生 ま れ が1 5.7%で , 18 50-54年生 ま れ
か ら増加 し て い る｡
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1年 な い し 1 年末端 の 者 に は, 3 年 間教育 を受
け た後 , 国 内 で 1年程度 の 短期 の 実地訓練 を受 け
て イ ン ド 公共事業局 の 技 師補 に派遣 さ れ る ロ イ ヤ
ル ･ イ ン ド 工 学 カ レ ッ ジ 出身者 が比較的多 く , 12
名 中 5 名 (41.7%) を 占 め た ｡ 他 に は , ク イ ー ン
ズ 大学 , ダ ブ リ ン 大 学 な ど の ア イ ル ラ ン ド の 大 学
出身者 が 2 名, ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど で の 実 践的 な
教育 ･ 訓練 を し て い た ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用
工 学学校出身者 が 1 名 な ど で あ っ た ｡
最 後 に , S P型 ( 学校教育+ 実地訓練), S U P型
( 学校教育+ 大学教育 十 実地訓練), S PC型 ( 学校
教育 十 実地訓練 + 専門教育), S C P型 ( 学校教育
+ 専門教育 + 実地訓練) の 4 つ の 養 成 タ イ プ 別 の
実地訓練 期間 の デ ー タ を 表13に 示 す ｡ S P型 ,
S P C型 で は 3 年 以 上 が , そ れ ぞ れ98.3 %, 83.3%と
何 れ も 圧倒 的 に 多 い が , S C P型 で は51.0 % と, 3
年未満 と ほ ぼ 2 分 し て い る｡ S UP 型 で は, 3 例 と
少数 だ が , 3 年 未満 が66.7% と逆 に 多 く な っ て い
る ｡ S CP型 の 3 年未満24名 の 中 で は , ロ イ ヤ ル ･
イ ン ド 工 学 カ レ ッ ジ 出身者 が 7 名 (29.2 %) と 一
番 多 い が , 他 に , ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用工 学学
校出身者 の 6 名 (25.0%), ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･
カ レ ッ ジ出 身者 の 4名 , ク イ ー ン ズ 大 学, ダ ブ リ
表12 生年別実地訓練期間 (会員 ･ 準会員)
ン 大学 な ど ア イ ル ラ ン ド の 大学 出身者 の 4 名 な ど
が 多 く , S C P型 の 場 合 , 実 地訓練 を 3 年未満 に 短
縮 さ れ る傾 向が 現 れ始 め て い る と み る こ と が で き
る｡
おわ りに
1885-86年度選 出者 の デ ー タ の 分 析結果 を ま と
め る と 以 下 の よ う に な る｡
1) 養成タ イ プ
会員 ･ 準 会員30 3名 の 内, 伝統 的 な 見習 い 修業
に よ っ て 養 成す る S P型 ( 学校数育+ 実地訓練)
が 65.3 % と圧倒的 に 多く , S C P型 ( 学校教育+ 専
門教育 + 実地訓練) が18.2%で 2 位, S C型 (学校
教育 十 専門教育) が4.6 %で 3 位 , S P C型 ( 学校教
育 + 実地訓練 + 専門教育) が4.3%で 4位 で あ っ た｡
専 門教育 の 有無 で 2 分す る と, 専 門教育 を受 け
て い な い 者 が 67.7%で , 専 門教育 を受 け て い る者
が32.3%で あ っ た ｡ 専 門教育 を受 け て い る 者 は ,
1810-44年生 ま れ の1 3.2% に対 し て , 1845--61年生 ま
れ で は36.4 % と大 幅 に 増加 し て い る が , ま だ 半 数
に は届 い て い な い ｡
生 年 1年未満 1年 2年 3年 4年 5 年 6 年 7年 8年 9年 10 年 計
1820-2 4 1 1
1825-2 9 1 2 1 1 5
1830-34 1 ∩ 1
1835-3 9 4 3 3 1 1 1 1 3
1840-4 4 3 5 8 2 3 21
1 845-4 9 1 1 5 5 4 5 2 1 24
1 850-54 2 3 6 15 8 17 2 4 1 5 7
1 85 5-59 1 8 24 15 9 5 2 1 65
1 860-61 5 6 22 18 EEl 3 4 1 70
合 計 2 10 2 2 73 57 53 20 1 7 2 2 1 259
0.8 % 3_9 % 8.5% 28_2 % 2 2.0 % 20.5 % 7. % 6. % 0.8% 0.8% 0.4 %
表13 養成タ イ プ別実地訓練期間 ( 会員･ 準会員)
養成タイプ
o
1年硝 1年 2年 3年 4 年 5年 6年 7年 8年 9年 lo 草 計
SP型 2 □ 49 46 4 5 17 13 2 2 1 17 8

































イ ギ リス 技術者の 教育 ･ 訓 練歴 の 分析 (2)
2) 中等教育歴
中等教育歴 に つ い て は わ ず か12名 の デ ー タ し か
得 ら れ な か っ た ｡ こ の 内, パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル
出身 者 が10名 , グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル 等 の 出身者 が
2 名 で あ っ た ｡
会 員 ･ 準 会 員 の 入職年齢 の デ ー タ か ら は , 第 1
級 中等学校 の 離学年齢 の 18歳 よ り も前 に入職 し て
い る 者 が 6 0.0 %, 第 2 扱 中等学校 の 離学年齢 の 16
歳 よ り も 前 に 入職 し て い る 者 が 26.2 %い る こ と が
分 か り , そ れ ら の 者 に と っ て は実 地訓練 と中等教
育 の 履修 が競合関係 に あ る こ と が 明 ら か に な っ た ｡
し か し, 生 年 別 で 見 る と , 一 番若 い 1860-61年生
ま れ で は , 18歳 未満入職者 の 割合 は 51.4 % に, 16
歳 末満入職者 の 割合 は20.0%に 下 が っ て き て お り ,
中等 学校 の 離学年齢 も多少上昇 し て き て い る も の
と思 わ れ る ｡
3) 専門教育 歴
養成 タ イ プ の と こ ろ で も ふ れ た が , 専門 教育 を
受 け て い る 者 の 割 合 は , 会 員 ･ 準会 員 で は32.3%,
学 生 会員 で は 推定 で 37.7%以 上 だ っ た ｡
生 年別 で は, 1810-34年生 ま れ が 10.0%, 1835-
39年生 ま れ が11.8 %, 1840-44年生 ま れ が16.7%で ,
こ こ ま で の 合 計 (41歳以 上) で は13.2% と10%代 に
な っ て い る が , こ れ 以 降 は , 1845-49年生 ま れ が
35.5%, 1 850-54年生 ま れ が 31.8%, 1855- 9年生 ま
れ が4 7.6%, 1860-61年生 ま れ が35.4%と30% を超 え ,
こ こ ま で の 合 計 (25-41歳) で は36.8 %に な っ て い
る ｡
専 門教育機関 の 入学年齢 の デ ー タ で は, 14歳 か
ら26歳 と10年以上 の 幅 が あ り , 1870- 80年代 に は
ま だ 中等教育機関 と の 接続関係 が嘩昧 で あ っ た こ
と が わ か る｡ こ れ に は , 学生 の 確保 な ど , 専門 教
育機関側 の 事情 と と も に , 実 地訓練 の 入職年齢 が
関係 し て い る と思 わ れ る ｡
専 門 教育 の 期間 は , 3 年 が 1 位 (40.4%) で ,
2 年 が 2 位 (20.2%), 1 年 と 4 年 が 3 位 (9.1%)
で あ っ た｡
4) 学位取得者
学位取得者 は ま だ 少数 (1 0.2 %) で , 生 年 別 で
は , 1810-44年生 ま れ が 3.8 %, 1845-49年生 ま れ が
16.1 %, 1850-54年生 ま れ が 16.7 %, 1 855- 9年生 ま
れ が 大 き く 下 が っ て 5.4 %, 1860-61年生 ま れ が11 A
% と なっ て い る ｡ ま た , S UP 型 が 2 名, SPUP 型
が 1 名, S U C P型 が 1 名 と , 大 学 を 専門教育機関
と し て で は な く, 一 般 教養教育機関 と し て 利 用す
る者 が い た こ と が 分 か る｡
5) 実地訓練歴
分析 し た 会員 ･ 準 会 員260名 は , 養成 タ イ プ が
多様 で あ る こ と と 関係 し て , 入職 年齢 に は13- 23
歳 と か な り 幅 が あ り , そ の ピ ー ク は16歳 (18.5%)
で , 15歳 (16.5 %), 17歳 (15.4 %), 18歳 (14.6 %)
と 続 い た ｡ 大 部 分 (88.5%) が , 一 般 的 な 大学卒
業年齢 で あ る21歳 よ り も前 の 少年 - 青 年 期 に 入職
し , 第 1 敵中等学校 の 離学年齢 で あ る18歳 よ り も
前 に 入職す る者 が 60.0 %, 第 2 級 中等学校 の 離学
年齢 で あ る16歳 よ り も前 に入職す る者 も26.2%い
た o
実 地 訓練 の 期間 に つ い て も , 1 年未満 - 10年 と
転 が あ る が , 3 年 を ピ ー ク (28.2 %) に , 4 年
(22.0 %), 5 年 (20.5 %), 2 年 (8.5 %), 6 年 (7.7
%), 7 年 (6.6 %) と 続 い た ｡ 3 年 未満 の 者 は13.1
% とま だ 少 な く , 3 年 以 上 が8 6.9 % と大 部分 を 占 め
て い る｡ 生 年 別 に 見 る と , 5 年 以 上 の 者 は , 1820
T54年 生 ま れ が48.4%に 対 し, 1 855--61年生 ま れ で は
26.7% と大 き く 減少 し, 3 年 未満 の 者 も, 1820-49
年生 ま れ が4.6%に 対 し, 1850-61年生 ま れ で は16.1
%に 増加 し て い る ｡ 養 成 タ イ プ 別 で は , 3年 未満
はS U P型 (66.7%) と S C P型 (49.0%) で 多 く な っ
て い た ｡
註
1) 拙稿｢イ ギ リ ス 技 術者 の 教育 ･ 訓練歴 の 分析
(1)-theln stitutio n of CivlEngin e e rs189 5-96
年度選出会員 の 場合-｣『富山大学教育学部紀
要』 第54号 , 2000年 , 参 照 ｡
2) 拙稿｢イ ギ リ ス に お け る 技術者養成 の 歴史的
展 開 -1 910年 ま で の the ln stitutio n of Civ l
Engin ee r sの 会 員資格要件 を中 心 に -｣ 『教育学
研究』 第52巻第 1号 , 1 985年 , 参 照 ｡
3) Fo wle r,∫. ,
''
A d dr e ss ofthePr eside nt
' '
, M in ute s
-89-
of Pr o ce edings of the In stitutio n of CiL,il
Engin ee rs, Vol.25, 1866, p p.203-23.
4) In st. C.E. , The E du catio n a nd Statu s ofCiuil
Engm ee rsin the United K ingdo m a nd Fo re乙gn
Co u ntrie s, 1870,
5) T he Victo ria Univ e rsity Cale nda r(1 880-1),
p.119,
6) 年齢要件は , 学 生 会員 は18- 26歳 , 準 会 員 は
25歳 以 上 , 会 員 も25歳以上 で あ っ た ｡
7) Ih da, To shin o ri (184 7年 6月 28 日生 , 38歳)
186-て3年 , オ ラ ン ダ の デ ル フ ト の 工 学 カ レ ッ
ジ で 学 び , 18 73年 か ら 日 本政府 の 土木 工事担当
補 に 任命 さ れ , イ ギ リ ス 人技 師 と と も18 73-76
年 に 神戸 ･ 京都 鉄道 の 吹 田 ･ 向 日 町区間 工事 に ,
1 877----9年 に 京都 ･ 大 津 鉄道 の 工 事 , 18 79-84年
に 長浜 ･ 敦 賀 問 の 鉄道工 事 に 従事 し , 1 882年 か
ら は, 神戸 ･ 大 津 問 な ら び に重苦琶湖 以 北 の 鉄道
の 保
J:l
'.管理 責任者 を務 め る(, T.R .S he r vinto nが
推 薦者 (以 ヒ, 準会員資格審査資料 よ り)｡
こ の 人物 は, 日 本交通協会鉄道先人録編集部
編 『鉄道 先人録』 (日本停 車場株式会祉出版事
業部 , 1 972年) に よ れ ば , 弘 化 4(1847)年 6月
25日 に l[JL_J県萩藩士飯 田俊宣 の 良男 と し て 生 ま
れ た 飯Ltl俊徳 (い い だ と し の り) で , 吉田 松陰
の 松 卜村塾 に 学 ん だ 後 , 大 村益次郎 に つ い て 蘭
学 を 修 め , 慶 応 3 (1 867) 年外遊し て オ ラ ン ダ
工 科大学 を卒業, 帰 国 し て ｣二部省七等[H 什と な っ
て い る｡ 明治 7(1874) 年鉄道権助に 任 ぜ ら れ ,
大 阪 ･ 京都 問 の 鉄道 工事 に 従事 , 9 (1 876) 年
大阪 ･ 神 戸問 の 鉄道建設 に着手 し こ れ を 完城 ,
10(1 877) 年工 部少書記官 に 任 ぜ ら れ , わ が 国
最初 の 鉄道技術者養成機関 で あ る工 技生養戒所
が 大阪停車場 に 設 け ら れ る と 時 の 鉄道局長井 L
勝 , 雇 外人 シ ャ - ビ ン ト ン , ホ ル サ ム な ど と と
も に 教稚 を と っ た ｡ 京都 ･ 大 津 間鉄道完成後,
13(1880) 年工 部権大技昆 に 就 き , 引 き 続 き 敦
賀 ･ 関 ヶ 原問 , 大 垣 , 加納 (岐阜), 名古 屋,
武 豊 へ の 延長 , 天竜 以 西 の 鉄道建設 に 従事 , 明
治23(1890) 年鉄道庁部長に 任 ぜ ら れ , 26(1 8
93) 年依願退職 し て い る ｡ 大 正1 2(1 923) 年8
月27日 (76歳) 豊橋市で 没 ｡ ( 同書35--6頁 , な
お , 準会 員資格審査資料 の 日 , 年 と の 異 同 の 理
由 は 不明)｡
飯 田 の 準 会員推薦人 の T.R .S he r vinto n は, 覗
治 6(18 73) 年に 傭聴 さ れ た イ ギ リ ス 人 技師 ｢セ
ル ゲ イ ン ト ン｣ で , 10(1 877) 年以後建築師長
と し て 飯 田 ら を 指揮 し て , 京都 ･ 神 戸 問を主管,
京都 以 東 の 工 事 を 董 理 し , 14(1881) 年解傭さ
れ て い る (日 本鉄 道省編 『日本鉄道史上篇』
1921年, 178頁)｡
1877( 明治10) 年 に 設 立さ れ た 工 技生養成所
は, 18 71( 明治4) 年に設置 さ れ た工 部寮 (1877
年 3月 , 工 部大学校 に 改組) に よ る 日本人技術
者養成 を待 て ず , 鉄道 局 が 自前 で 日 本人鉄道技
術者 を養成す る た め に 設置 し た も の で , ｢お 雇
い 外 国人体制 か ら の 脱 却｣ に 重 要 な 役割 を果 た
し た ｡ ｢工 部大学校 が そ の 授 業 を 基本的 に外国
語 で 行 っ て い た の に 対 しノ て , 工 枝 雀養成所 は飯
田 と い う 円 本人教官 の 存在 に よ り , 『語学 の 壁』
に よ る技術者養成 の 長期化 を 免れ た ｡ さ ら に こ
の こ と に よ り , 飯 田 ら 初期留学技術者 を中JL､と
し た, 口 本人技術者集l立川
13成 の 端緒が開 か れ る ｡｣






]史 『u 本鉄道業 の 形成-1869
- 1894年』 F1木経済評論社, 1 998年, 51-55百)｡
8) Reportofthe40th Me eting o/theEIeadm a ste rs
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